
平成23年５月１日
第24号

一刻も早い復旧・復興を

がんばろう東北
　３月11日（金）午後２時46分に発生した三陸沖を震源とす
る地震は、国内観測史上最大級のマグニチュード９.０を記
録。大仙市でも震度５強を観測し直ちに災害対策本部を立
ち上げ、市内の停電や断水、避難所設置など災害への対応
を行いました。また被災地への支援として災害協定に基づ
く救援物資や燃料、医薬品などの配送を行うとともに避難
者の受け入れを行うサポートセンターの設置や災害義援金
の受け付けも行っています。４月中旬には岩手県遠野市の
下綾織地区コミュニティ消防センターにボランティアの活
動拠点として「だいせん応援ハウス」を開設し、市社会福祉
協議会と連携しながら宮古市、釜石市及び大船渡市の避難
所における食事や支給物資の仕分け、家屋の清掃やゴミの
収集作業等のボランティア活動を全面的に応援することに
なっています。被災された皆さま、そのご家族の方々に対
しましては心より御見舞い申しあげます。一日も早い復旧・
復興をお祈りいたします。（写真上：だいせん応援ハウスの開設に
向け出発する栗林市長ほか市職員。写真左：震災の犠牲になられた方々
のご冥福をお祈りし黙祷を捧げた第１回（３月）定例会の最終日）
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▽
大
仙
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

市
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
市
議

会
議
長
、
副
議
長
及
び
議
員
の
報
酬

月
額
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
度
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
７
％
相
当
額
を
減

じ
て
い
る
が
、
平
成
23
年
度
に
お
い

て
も
同
額
を
減
じ
る
も
の
。

議
長
▼
月
額
51
万
円
↓
47
万
４
千
円
、

副
議
長
▼
月
額
46
万
６
千
円
↓
43
万

３
千
円
、
議
員
▼
月
額
43
万
２
千
円

↓
40
万
１
千
円
、
減
額
の
期
間
▼
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
。

　

第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
は
２
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
３
月
17
日
ま
で
の

18
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
１
日
目
に
条
例
案
32
件
、
単
行
案
17
件
、
補
正
予
算
案
15
件
、

23
年
度
当
初
予
算
案
23
件
の
計
86
件
が
提
案
さ
れ
、
同
日
に
条
例
案
２
件
と

単
行
案
１
件
を
同
意
、
原
案
可
決
と
し
た
ほ
か
、
４
日
目
と
５
日
目
に
単
行

案
１
件
と
補
正
予
算
案
１
件
が
追
加
で
提
案
さ
れ
、
５
日
目
の
最
終
日
に
残

り
の
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
可
決
、
同
意
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
大
仙
市
児
童
館
及
び
児
童
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
見
直
し
計
画
に
基
づ
き
、

次
の
児
童
館
の
建
物
を
地
元
自
治
会

に
無
償
譲
渡
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

児
童
館
を
廃
止
す
る
も
の
。

廃
止
さ
れ
る
児
童
館
▼
余
り
目
児
童

館
（
大
曲
地
域
内
小
友
地
区
）、
関

金
児
童
館（
神
岡
地
域
神
宮
寺
地
区
）、

戸
月
児
童
館
（
神
岡
地
域
北
楢
岡
地

区
）、
高
花
児
童
館
（
同
）、
新
道
児

童
館
（
神
岡
地
域
神
宮
寺
地
区
）、

強
首
児
童
館
（
西
仙
北
地
域
強
首
地

区
）　

施
行
期
日
▼
余
り
目
、
関
金
、
強
首

児
童
館
は
４
月
１
日
。
戸
月
、
高
花
、

新
道
児
童
館
は
７
月
１
日
。

▽
大
仙
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

国
の
緊
急
少
子
化
対
策
に
準
じ
て
、

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
23
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
出
産
し
た
場
合
の

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
出
産
育
児

一
時
金
の
額
を
暫
定
的
に
附
則
に
お

い
て
39
万
円（
本
則
規
定
は
35
万
円
）

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
23
年
４

月
１
日
か
ら
は
こ
れ
を
本
則
規
定
の

額
と
し
て
支
給
す
る
も
の
。
施
行
期

日
は
一
部
を
除
い
て
４
月
１
日
。

▽
大
仙
市
営
神
岡
ス
キ
ー
場
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て▽
大
仙
市
営
西
仙
北
ス
キ
ー
場
設

置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▽
大
仙
市
営
仙
北
ス
キ
ー
場
設
置

条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

少
子
化
、
若
者
の
ス
キ
ー
離
れ
な

ど
に
よ
り
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
の
減

少
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設

見
直
し
計
画
に
基
づ
き
、
笹
倉
ス
キ

ー
場
、
西
仙
北
ス
キ
ー
場
及
び
仙
北

ス
キ
ー
場
を
廃
止
す
る
も
の
で
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も

の
。
な
お
、
仙
北
ス
キ
ー
場
跡
地
に

つ
い
て
は
、
冬
季
の
市
民
の
体
力
づ

く
り
の
た
め
、
冬
季
健
康
広
場
と
し

て
市
民
の
利
用
に
供
す
る
も
の
。

▽
大
仙
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▽
大
仙
市
農
業
集
落
排
水
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

下
水
道
使
用
料
と
農
業
集
落
排
水

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
前

の
市
町
村
間
で
額
の
差
が
大
き
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
合
併
時
に
統
一
で
き

ず
先
送
り
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、

平
成
20
年
度
に
統
一
し
た
使
用
料
体

系
に
向
け
た
第
１
回
の
使
用
料
改
定

を
行
っ
て
い
る
。
今
般
、
ま
ず
は
公

平
性
の
観
点
か
ら
地
域
ご
と
に
異
な

る
使
用
料
を
統
一
す
る
こ
と
、
ま
た
、

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
国

の
示
す
使
用
料
水
準
と
す
る
こ
と
の

２
点
を
主
眼
に
、
第
２
回
の
使
用
料

改
定
を
行
う
も
の
で
、
平
成
23
年
11

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▽
大
仙
市
協
和
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク

ル
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

指
定
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
秋
田

県
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
（
潟

上
市
天
王
）
を
新
た
に
指
定
す
る
も

の
。
指
定
期
間
は
平
成
23
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
。

▽
平
成
22
年
度
大
仙
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
） 

【
主
な
内
容
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
億
２
，

１
１
０
万
８
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

歳
入
▼
地
方
交
付
税
、
地
方
消
費
税

交
付
金
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、

繰
越
金
、
市
債
等
の
増
額
補
正
。

歳
出
▼
長
期
債
元
金
償
還
金
４
億
２
，

３
３
０
万
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
２
億
５
，
０
５
４
万
２
千
円
、
除

雪
対
策
費
１
億
８
，
９
９
９
万
８
千

円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
８
，
８
８
４
万
７
千
円
、
生

活
バ
ス
路
線
運
行
維
持
対
策
経
費
７
，

１
６
１
万
円
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
５
，
２
４
７
万
７
千
円
、

介
護
老
人
保
健
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
２
，
２
２
１

万
９
千
円
等
の
増
額
補
正
。

条
例
案
・
単
行
案

補
　
正
　
予
　
算

廃止となる神岡地域の「笹倉スキー場」

平
成
23
年 

第
１
回
（
３
月
）
定
例
会

88
件
の
議
案
、４
件
の
請
願
と
陳
情
、

１
件
の
意
見
書
を
議
決
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業
特
別
会
計
①
中
通
線
開
通
に
係
る

予
算
措
置
に
つ
い
て

◇
橋
り
ょ
う
維
持
費
①
橋
り
ょ
う
長

寿
命
化
修
繕
計
画
の
予
算
に
つ
い
て

◇
外
国
語
指
導
助
手
等
招
致
事
業

費
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
わ
く
わ
く
サ

イ
エ
ン
ス
事
業
費
①
学
習
内
容
や
授

業
時
間
が
増
加
す
る
２
０
１
１
年
か

ら
の
「
新
学
習
指
導
要
領
」
に
関
連

す
る
予
算
措
置
で
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
。

◆
反
対
討
論

【
佐
藤
文
子
議
員
】

「
大
仙
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」、

「
大
仙
市
農
業
集
落
排
水
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
及
び
「
大
仙
市
戸
別
浄
化
槽
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

反
対
理
由
▼
水
洗
化
率
は
61
・
４
％

で
県
内
市
町
村
の
21
番
目
と
決
し
て

高
く
は
無
く
、
下
水
道
等
の
整
備
普

及
率
は
地
域
格
差
も
あ
る
。
こ
う
し

た
中
で
料
金
統
一
を
急
ぐ
あ
ま
り
、

使
用
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
今

後
の
整
備
普
及
率
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
状
況
を
つ
く
り
出
す
も
の
と
考

え
る
。
ま
た
市
民
所
得
の
低
下
、
地

域
経
済
の
悪
化
の
中
で
住
民
負
担
を

増
や
す
こ
う
し
た
引
き
上
げ
案
は
認

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

※

こ
の
ほ
か
、
５
件
の
議
案
に
反
対

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

◆
予
算
質
疑

　

予
算
質
疑
に
お
い
て
は
３
人
の
議

員
が
平
成
23
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
金
谷
道
男
議
員
】

◇
歳
入
の
地
方
交
付
税
及
び
市
債
、

歳
出
の
公
債
費
に
関
連
し
た
予
算
①

地
方
債
残
高
に
対
す
る
後
年
度
の
国

の
支
援
見
込
額
に
つ
い
て　

②
財
政

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

◇
桜
守
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
関
連
経

費
①
地
域
の
桜
情
報
の
伝
達
に
つ
い

て◇
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設

管
理
費
①
地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ

い
て

◇「
が
ん
ば
る
集
落
」
活
性
化
支
援

事
業
①
市
民
と
の
協
働
事
業
に
つ
い

て【佐
藤
隆
盛
議
員
】

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
啓
発
事

業
費
（
廃
事
業
）①
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
啓
発
事
業
費
に
つ
い
て

【
石
塚
柏
議
員
】

◇
市
債
に
関
連
し
た
予
算
①
平
成
23

年
度
予
算
に
占
め
る
国
の
「
地
方
向

け
財
政
投
融
資
」
に
関
す
る
財
務
省

が
指
導
す
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

計
算
書
」
に
つ
い
て

◇
公
債
費
に
関
連
し
た
予
算
①
公
債

費
に
伴
う
利
息
額
の
全
体
的
な
管
理

に
つ
い
て

◇
債
務
負
担
行
為
①
電
子
計
算
シ
ス

テ
ム
更
新
経
費
の
抑
制
策
に
つ
い
て

◇
一
般
会
計
及
び
土
地
区
画
整
理
事

平成２３年度一般会計当初予算は４４１億２,５２３万４千円

歳入の構成 単位：千円

一般会計の歳入歳出予算の総額は４４１億２,５２３万４千円で、前年度当初予算に比較して５億６,４９０万７千円の増、率にして
１.３％の増となっております。また国民健康保険事業などの２０の特別会計の総額は２１１億９,４２２万９千円で、前年度当初予算
に比較して５,９０５万３千円の減、率にして０.３％の減となっております。一般会計の歳入、歳出の構成は下記のとおりです。

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%

地方交付税
20,066,292

市　税
7,738,971

国庫支出金
4,936,697

市債
3,100,545

地方消費税交付金
894,520

使用料及び
手数料・繰越金
その他
1,772,120

地方消費税交付金
894,520

諸収入
1,835,148

県支出金
2,948,218

地方譲与税
832,723

0%

使用料及び
手数料・繰越金
その他
1,772,120

歳出の構成 単位：千円

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%

民生費
12,746,245

公債費
6,179,576

衛生費
5,208,872

土木費
4,548,556

教育費
4,543,391

総務費
4,542,974

農林水産業費
2,386,769
農林水産業費
2,386,769

消防費
1,613,086

労働費
233,151
労働費
233,151

商工費
1,658,849

議会費
406,734

予備費
災害復旧費
57,031

予備費
災害復旧費
57,031

0%
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◆
22
年
度
末
ま
で
実
施
し
た
総
事
業
費
及
び

総
補
償
費
は
い
く
ら
か
。
ま
た
最
終
年
度
の

27
年
度
に
お
け
る
総
見
込
額
は
い
く
ら
か
。

 

【
栗
林
市
長
】
22
年
度
末
ま
で
に
投
資
し
た

土
地
区
画
整
理
事
業
費
の
総
額
は
、
２
５
３

億
２
３
９
万
２
千
円
と
な
る
見
込
み
で
、
こ

の
う
ち
移
転
補
償
費
の
総
額
は
１
６
２
億
９
，

２
３
６
万
９
千
円
で
、
事
業
費
全
体
の
64
・

４
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
27
年
度

末
ま
で
の
補
償
費
の
総
額
は
１
７
９
億
７
，

０
３
８
万
９
千
円
で
事
業
費
全
体
の
60
・
３

％
と
な
る
見
込
み
で
す
。
住
宅
市
街
地
総
合

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
15
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
事
業
計
画
で
実
施
し
て
お
り
、

総
事
業
費
は
26
億
３
，
５
０
０
万
円
で
、
こ

の
う
ち
21
年
８
月
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
大

花
都
市
再
生
住
宅
の
建
築
費
が
16
億
１
，
６

６
５
万
円
で
、
事
業
費
全
体
の
61
・
４
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

◆
区
画
整
理
区
域
内
の
建
物
移
転
及
び
解
体

等
に
係
る
補
償
費
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
算

出
手
順
や
算
出
方
法
を
伺
い
た
い
。

 

【
栗
林
市
長
】
補
償
費
の
一
般
的
な
算
出
方

法
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
の
建
物
の
基
礎
、

軸
部
、
屋
根
、
内
外
装
仕
上
げ
、
開
口
部
な

ど
の
項
目
を
調
査
し
た
上
で
、
同
様
の
建
物

を
新
築
し
た
場
合
に
要
す
る
費
用
を
算
出
し

ま
す
。
こ
れ
を
推
定
再
建
築
費
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
に
建
築
し
て
か
ら
の
経
過
年
数
に
応
じ

た
再
築
補
償
率
を
乗
じ
て
補
償
額
を
算
出
し

ま
す
。
一
般
的
な
木
造
専
用
住
宅
の
場
合
、

再
築
補
償
率
は
経
過
年
数
10
年
で
０
・
９
３

５
、
20
年
で
０
・
８
３
３
、
30
年
で
０
・
６

７
５
と
い
う
よ
う
に
推
移
し
て
ま
い
り
ま
す
。

解
体
補
償
費
の
算
出
方
法
は
、
建
物
補
償
と

同
様
、「
東
北
地
区
用
地
対
策
連
絡
会
」
の

発
行
す
る
標
準
書
を
も
と
に
解
体
費
を
積
み

上
げ
、更
に
、構
造
、用
途
、規
模
か
ら
木
く
ず
、

ガ
レ
キ
、
金
属
く
ず
な
ど
の
区
分
に
よ
り
廃

材
運
搬
、
廃
材
処
理
費
ま
で
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

◆
事
業
も
終
盤
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
区
画
整
理
し
た
街
並
み
は
当
初
想
像
さ
れ

た
と
お
り
の
景
観
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

 

【
栗
林
市
長
】
こ
れ
ま
で
に
整
備
が
概
ね
完

了
い
た
し
ま
し
た
、Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
西
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
た
街
並

み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

仙
北
組
合
総
合
病
院
の
移
転
改
築
を
核
と
す

る
「
大
曲
通
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」

を
契
機
に
、
今
後
、
未
利
用
地
も
解
消
さ
れ
、

よ
り
一
層
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
図
ら

れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大地の会

土
地
区
画
整
理
事
業
と

住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て千葉　健　議員

◆
今
後
５
年
間
の「
大
仙
市
農
業
振
興
計
画
」

は
、
農
家
の
方
々
が
農
業
を
前
向
き
に
捉
え

再
生
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
計
画
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

【
栗
林
市
長
】
農
業
を
取
り
巻
く
、
社
会
、

経
済
の
情
勢
は
、
政
権
が
変
わ
り
農
業
政
策

も
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
の
、
先
の
読
め
な

い
不
安
定
な
状
況
で
あ
り
、
経
済
に
お
い
て

は
、
依
然
と
し
て
景
気
は
低
迷
し
、
米
を
は

じ
め
と
す
る
農
産
物
価
格
は
低
迷
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
様
々
な
変

化
に
耐
え
得
る
農
業
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
認
識
か
ら
「
変
化
に
耐

え
得
る
強
い
農
業
の
実
現
」
を
基
本
テ
ー
マ

に
据
え
、「
担
い
手
の
育
成
と
生
産
環
境
の

整
備
」「
地
域
に
適
合
し
た
農
作
物
づ
く
り
」

「
加
工
・
販
売
交
流
型
農
業
の
推
進
」「
農
山

村
環
境
の
改
善
と
保
全
」
を
４
つ
の
柱
に
据

え
、
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆
経
営
体
が
占
め
る
耕
作
地
面
積
カ
バ
ー
率

で
考
え
る
と
現
状
の
カ
バ
ー
率
49
・
５
％
と

殆
ど
変
わ
ら
ず
、
こ
れ
以
上
の
耕
作
地
集
積

は
無
理
な
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る

が
。

 

【
栗
林
市
長
】
農
地
の
集
積
先
と
な
る
認
定

農
業
者
や
農
業
法
人
、
集
落
営
農
組
織
の
増

加
と
担
い
手
そ
の
も
の
が
進
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
後
、
担
い
手
へ
の
集
積
率
の
増

加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
的
に
見
ま
す
と
、
市
の
東
部
地
区
に
比

較
し
、
西
部
地
区
で
進
ん
で
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
要
因
と
し
ま
し
て
は
、

農
地
の
条
件
が
悪
く
、
引
き
受
け
手
の
確
保

が
難
し
い
と
い
う
問
題
点
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
伸
展
に
よ

り
解
消
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
今
後
予
定

さ
れ
て
い
る
市
西
部
の
ほ
場
整
備
を
計
画
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、中
山
間
地
域
の
う
ち
、

補
助
事
業
に
参
加
で
き
な
い
地
域
を
対
象

に
、
過
剰
な
投
資
を
抑
え
、
地
域
が
必
要
と

す
る
土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
た
め
「
小

規
模
集
落
元
気
な
地
域
づ
く
り
基
盤
整
備
事

業
」
を
計
画
し
、
中
山
間
地
域
の
耕
作
条
件

を
改
善
し
、
集
積
の
し
や
す
い
条
件
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
市
が
主
導
し
、
農
業
団
体
等
と
一
緒
に
な

り
農
地
も
保
有
で
き
る
農
業
生
産
法
人
を
設

立
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
及
び
耕
作
放

棄
地
に
歯
止
め
を
か
け
て
は
ど
う
か
。

 

【
栗
林
市
長
】
中
山
間
地
域
な
ど
の
条
件
不

利
地
域
で
は
、
農
地
の
引
き
受
け
手
が
少
な

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
中
山
間
農

地
引
き
受
け
手
確
保
事
業
な
ど
の
単
独
事
業

を
立
ち
上
げ
て
支
援
し
た
い
と
い
う
考
え
か

ら
市
が
主
導
し
て
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

※

武
田
議
員
は
こ
れ
ら
の
質
問
の
他
、「
企
業
に

よ
る
農
業
参
入
の
促
進
に
つ
い
て
」
の
質
問
も

行
い
ま
し
た
。

大地の会

農
業
振
興
計
画
に
つ
い
て

武田　隆　議員
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◆
農
業
所
得
向
上
に
向
け
て
、
複
合
化
や
多

角
化
に
よ
る
足
腰
の
強
い
農
業
の
実
現
が
急

務
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た

め
の
市
の
取
り
組
み
は
。

 

【
栗
林
市
長
】
平
成
23
年
度
か
ら
取
り
組
み

ま
す
主
な
新
規
事
業
と
し
て
は
、
他
市
町
村

に
負
け
な
い
野
菜
の
産
地
化
を
図
る
た
め
、

大
仙
重
点
野
菜
生
産
拡
大
事
業
、
え
だ
ま
め

生
産
に
係
る
機
械
等
へ
の
助
成
を
行
う
、
え

だ
ま
め
日
本
一
生
産
条
件
整
備
事
業
、
新
た

な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
６
次
産
業
化
推
進

事
業
、
伝
統
あ
る
地
域
特
産
野
菜
の
保
存
と

生
産
拡
大
を
目
指
し
、
意
欲
の
あ
る
農
業
者

を
支
援
す
る
「
未
来
へ
の
こ
せ
」
地
域
特
産

野
菜
等
応
援
事
業
の
各
事
業
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

◆
農
業
振
興
計
画
に
お
い
て
は
、
農
業
総
合

指
導
セ
ン
タ
ー
の
改
編
方
針
と
し
て
市
内
２

箇
所
に
集
約
を
図
り
機
能
強
化
に
努
め
る
と

あ
る
。
併
せ
て
、
現
在
太
田
地
域
に
設
置
さ

れ
て
い
る
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、市
内
に
も
う
１
箇
所
を
新
た
に
設
置
し
、

農
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
と
一
体
的
に
情
報

発
信
や
営
農
指
導
等
を
推
進
し
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

 

【
栗
林
市
長
】
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー
の

新
た
な
設
置
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
県

で
は
新
規
就
農
総
合
対
策
と
し
て
、
農
業
試

験
場
な
ど
で
研
修
を
行
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育

成
研
修
な
ど
の
研
修
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
現
場
に
重
点
を
置
き
、
就
農
後
の

実
践
に
結
び
つ
く
研
修
は
、
県
の
事
業
だ
け

で
は
決
し
て
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
市
と

し
て
、県
及
び
近
隣
市
町
の
動
向
を
踏
ま
え
、

新
規
就
農
者
研
修
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
前
向
き
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
嶽
の
湯
」
の
源
泉
掘
削
等
に
つ
い
て

◆「
嶽
の
湯
」
の
源
泉
掘
削
等
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

 

【
久
米
副
市
長
】
平
成
23
年
度
当
初
予
算
に

温
泉
電
磁
探
査
業
務
委
託
費
と
新
た
な
源
泉

が
見
つ
か
り
次
第
、
秋
田
県
環
境
審
議
会
温

泉
部
会
に
掘
削
の
申
請
を
す
る
た
め
の
業
務

委
託
費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

同
部
会
が
毎
年
４
月
、
７
月
、
11
月
の
３
回

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
源
泉
が
見
つ
か
り

次
第
、
直
近
の
温
泉
部
会
開
催
に
合
わ
せ
て

申
請
手
続
き
を
済
ま
せ
、
許
可
が
お
り
次
第

掘
削
作
業
を
行
う
計
画
で
あ
り
ま
す
。な
お
、

掘
削
作
業
と
そ
の
後
の
揚
湯
施
設
整
備
に
約

10
カ
月
を
要
す
る
と
聞
い
て
お
り
、
新
た
な

温
泉
を
供
給
で
き
る
の
は
最
短
で
も
24
年
６

月
以
降
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※

竹
原
議
員
は
こ
れ
ら
の
質
問
の
他
、「
今
冬
の

豪
雪
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
の
質
問
も
行

い
ま
し
た
。

◆
公
共
施
設
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め
、
公

共
施
設
の
状
況
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
作
成

し
、
建
て
替
え
や
改
修
に
係
る
中
・
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

 

【
老
松
総
務
部
長
】
現
在
の
公
共
施
設
管
理
シ

ー
ト
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
、
公
共
施
設
の
状

況
を
ま
と
め
た
報
告
書
と
し
て
作
成
す
る
と
と

も
に
、
公
共
施
設
見
直
し
計
画
と
あ
わ
せ
て
、

市
民
に
公
開
で
き
る
よ
う
に
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
空
き
家
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
空
き

家
管
理
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
思
う
が
。

 

【
栗
林
市
長
】 

平
成
20
年
９
月
に
制
定
し
た

「
大
仙
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
第

５
条
第
２
項
に
お
い
て
、
犯
罪
及
び
災
害
が
発

生
し
な
い
よ
う
所
有
者
、
管
理
者
が
空
き
家
等

を
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
定
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
所
有
者
が
不
在
、
不
明
の
空
き
家
が

増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
う

し
た
ケ
ー
ス
へ
の
実
効
性
の
あ
る
対
策
に
つ
い

て
、
提
言
の
あ
っ
た
条
例
制
定
に
よ
る
効
果
も

含
め
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て
研
究
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◆
大
仙
市
に
空
き
家
は
何
軒
あ
る
の
か
。

 

【
栗
林
市
長
】 

平
成
18
年
度
の
調
査
で
は
９
５

１
戸
で
、
こ
の
う
ち
６
９
３
戸
、
73
％
に
つ
い

て
は
所
有
者
又
は
管
理
者
を
把
握
し
て
お
り
ま

す
が
、
残
り
２
５
８
戸
に
つ
い
て
は
未
確
認
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
調
査
か
ら
５
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
23
年
度
に

再
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
空
き
家
を
市
営
住
宅
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

も
考
え
て
も
良
い
と
思
う
が
。

 

【
栗
林
市
長
】 

23
年
度
に
は
関
係
部
署
と
連
携

を
図
っ
て
空
き
家
に
つ
い
て
現
状
の
再
調
査
を

進
め
、
空
き
家
の
分
布
状
況
、
所
有
者
の
把
握

と
そ
の
意
向
な
ど
、
実
態
を
調
査
把
握
し
て
デ

ー
タ
化
を
行
い
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
活
用
方

法
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
、
市
営
住
宅

と
し
て
の
利
用
も
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
家
読
（
う
ち
ど
く
）
の
推
進
に
つ
い
て

◆
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
試
み
の
家
読
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

 

【
三
浦
教
育
長
】 

当
市
で
は
22
年
４
月
に
「
大

仙
市
親
と
子
の
夢
を
育
む
読
書
活
動
推
進
計

画
」
を
策
定
し
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
始

め
と
し
て
、
家
庭
や
地
域
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、

学
校
及
び
図
書
館
に
お
け
る
読
書
活
動
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
家
族
が
読
書
を
通
し

て
絆
を
深
め
て
い
く
「
家
読
」
に
結
び
つ
く
教

育
活
動
を
支
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

※

杉
沢
議
員
は
こ
れ
ら
の
質
問
の
他
、「
支
え
合

う
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
」
等
の
質
問
も
行

い
ま
し
た
。

公明党

「
公
共
施
設
白
書
」
の
作
成
を

農
業
問
題
に
つ
い
て

杉沢　千恵子　議員

だいせんの会

竹原　弘治　議員

６
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
当
局
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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◆
年
々
増
加
す
る
高
齢
者
世
帯
の
雪
下
ろ
し

は
重
要
な
行
政
課
題
と
思
う
が
、
雪
下
ろ
し

要
員
の
育
成
や
即
応
体
制
の
確
立
な
ど
高
齢

者
・
障
が
い
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
雪
下
ろ

し
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

 

【
栗
林
市
長
】
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
大
仙

雪
ま
る
隊
」
の
活
動
や
全
市
体
制
と
し
て
２

回
の
一
斉
除
雪
デ
ー
の
実
施
な
ど
、
今
冬
の

豪
雪
に
お
け
る
高
齢
者
世
帯
支
援
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
並

び
に
職
員
の
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
雪

下
ろ
し
作
業
を
対
象
外
と
し
て
い
る
現
状
に

あ
り
、
雪
下
ろ
し
対
策
は
業
者
の
周
知
や
斡

旋
に
止
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま

す
高
齢
者
世
帯
が
増
加
す
る
こ
と
に
鑑
み
ま

す
と
、
地
域
の
見
守
り
や
声
か
け
が
重
要
と

な
り
ま
す
し
、
空
き
家
対
策
等
も
含
め
、
市

全
体
の
視
点
か
ら
の
除
排
雪
体
制
の
再
構
築

も
必
要
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
来
季

に
向
け
て
総
合
的
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
が
多
く
住
ん
で
い
る
地
域
の
狭
隘

道
路
に
お
い
て
、
市
道
管
理
の
一
端
と
し
て
、

市
直
営
で
消
雪
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

 

【
栗
林
市
長
】
市
全
体
で
は
２
３
７
の
消
雪

組
合
が
あ
り
、「
大
仙
市
消
雪
施
設
整
備
補

助
金
交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
施
設
整
備
や
維

持
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
、
地
下

水
の
枯
渇
や
地
盤
沈
下
と
い
う
問
題
も
抱
え

て
お
り
、
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
制
度
は
今
後
も
継
続
し
て
参
り
た
い
と

考
え
ま
す
。
今
冬
の
豪
雪
体
験
を
踏
ま
え
、

検
討
会
を
開
催
し
、
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
に
向

け
た
雪
対
策
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
中
で
消
雪
施
設
整
備
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
少
し
時

間
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
地
域
経
済
効
果
と
雇
用
の
安
定
確
保
及
び

安
心
で
質
の
高
い
公
共
事
業
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
公
契
約
条
例
の
制

定
を
求
め
る
が
、
市
の
考
え
は
。

 

【
栗
林
市
長
】
全
国
的
に
は
千
葉
県
野
田
市

や
川
崎
市
で
条
例
化
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
他

に
も
検
討
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
も

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
部
分
の
自
治
体

で
は
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
条
例
が
適
用
さ
れ

る
契
約
や
労
働
者
等
の
範
囲
の
問
題
、
及
び

条
例
施
行
後
の
履
行
確
認
の
方
法
な
ど
、
整

理
す
る
べ
き
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
国
、
県
や
他
市
の
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

※

佐
藤
議
員
は
こ
れ
ら
の
質
問
の
他
、「
介
護
サ
ー

　

ビ
ス
の
公
平
性
の
確
保
に
つ
い
て
」
の
質
問

　

も
行
い
ま
し
た
。

日本共産党

高
齢
者
世
帯
の

　
　
　

除
排
雪
支
援
に
つ
い
て

佐藤　文子　議員

新政会

仙
北
組
合
総
合
病
院

　
　
　
　

建
設
計
画
に
つ
い
て

小山　緑郎　議員

◆
新
規
に
病
院
施
設
を
整
備
す
る
機
会
に
併

せ
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
す
る
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

 

【
栗
林
市
長
】
秋
田
県
で
は
、
仙
北
組
合
総

合
病
院
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
場
を
有

す
る
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
重
症
患
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
「
搬
送
先
指
定

病
院
」
と
し
て
さ
ら
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

や
消
防
防
災
ヘ
リ
を
活
用
し
た
県
外
の
高
次

な
医
療
機
関
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
が
可
能

と
な
る
「
搬
送
元
医
療
機
関
」
と
し
て
位
置

づ
け
た
い
と
し
、
新
病
院
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
設
置
に
つ
い
て
、
秋
田
県
厚
生
連
及
び
仙

北
組
合
病
院
へ
要
望
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
現
時
点
で
県
よ
り
市
に
対
し
ヘ
リ

ポ
ー
ト
設
置
の
正
式
な
要
請
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
県
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
場
合
、

秋
田
県
厚
生
連
、
仙
北
組
合
総
合
病
院
及
び

秋
田
県
と
協
議
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

◆
院
内
保
育
所
等
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
か
ら
も
設
置
に
向
け
て
提
案
願
え
る

か
。

 

【
栗
林
市
長
】
市
で
は
、
市
街
地
再
開
発
事

業
に
よ
り
病
院
の
改
築
を
進
め
る
に
あ
た

り
、「
医
療
・
福
祉
・
健
康
・
交
通
等
の
核

施
設
整
備
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
病
院
移
転
後
の

跡
地
に
夜
間
保
育
へ
も
対
応
可
能
な
こ
ど
も

園
の
設
置
を
計
画
し
、
病
院
へ
勤
務
す
る
医

師
、
看
護
師
等
も
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整

備
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
病
院
内
で
の
院
内
保
育
所
の
設
置
に
つ
い

て
病
院
側
と
し
て
も
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

秋
田
ス
ギ
大
規
模
製
材
工
場
建
設
事
業
費

　
補
助
金
に
つ
い
て

◆
製
材
工
場
の
生
産
能
力
に
対
応
し
た
原
木

の
仕
入
れ
状
況
や
、販
売
計
画
は
大
丈
夫
か
。

 

【
栗
林
市
長
】
原
木
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
や
５
社
の
素
材
生

産
事
業
体
が
、
事
業
主
体
で
あ
る
秋
田
製
材

協
働
組
合
に
15
万
立
米
を
超
え
る
原
木
を
供

給
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
安
定
的
な
供
給
を
図
る
た
め
、
協
定

を
結
ぶ
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
他
に
、

森
林
管
理
局
か
ら
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
製
品
の
販
売
計
画
で
す

が
、
一
般
製
材
品
は
生
産
量
の
７
割
の
２
万

７
，
１
６
０
立
米
を
県
外
出
荷
、
１
万
２
千

立
米
を
県
内
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

製
品
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
の
17
社
の
販
売

先
か
ら
、
14
万
立
米
ほ
ど
の
購
入
予
約
を
取

り
ま
と
め
て
お
り
、
計
画
さ
れ
て
い
る
生
産

量
を
超
え
る
数
量
は
確
保
し
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

※

小
山
議
員
は
こ
れ
ら
の
質
問
の
他
、「
農
業
振

　

興
計
画
に
つ
い
て
」
の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。
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【
１
月
】

13
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
報
編
集
委  

　
　
　

 

員
会

18
日　

政
治
倫
理
条
例
特
別
委
員
会

20
日　

議
員
全
員
協
議
会
・
企
画
産
業
常
任

　
　
　

委
員
会
所
管
事
務
調
査
・
議
会
基
本

　
　
　

条
例
特
別
委
員
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
正
副
委
員
長
会

　
　
　

議

31
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
第
１
回
臨
時
会
・

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会
・
総
務
民
生
常
任

　
　
　

委
員
会
協
議
会
・
会
派
代
表
者
会
議

【
２
月
】

２
日　

議
会
基
本
条
例
特
別
委
員
会

15
日　

政
治
倫
理
条
例
特
別
委
員
会

16
日　

議
員
全
員
協
議
会

18
日　

議
会
基
本
条
例
特
別
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

会
派
代
表
者
会
議

28
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
１
日
目
）・
議
員

　
　
　

全
員
協
議
会

【
３
月
】

３
日　

政
治
倫
理
条
例
特
別
委
員
会

７
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
２
日
目
）

８
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
３
日
目
）・
議
会

　
　
　

基
本
条
例
特
別
委
員
会

９
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
４
日
目
）

10
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

11
日　

各
常
任
委
員
会
審
査
・
建
設
水
道
常

　
　
　

任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

14
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

17
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
５
日
目
）・
議
員

　
　
　

全
員
協
議
会

　当委員会に審査付託となった案件は、条例案４件、平成22年度補正予算５件、平成23年度当初予算９件で、いずれ
も原案のとおり可決すべきものと決しました。このうち、22年度一般会計補正予算では、災害等の不測の事態に備え
るために２億５千万円あまりを積み立てることや、銀行等から借り入れしている地域再生事業債を、無利子の県振興
資金に借り換えすることにより利子の軽減を図ることなどが主な内容でありました。また、23年度一般会計当初予算
の審査では、総合支所に関することや借入金、税金、ＡＥＤ、交通安全対策、青少年問題、ゴミの堆肥化、古紙のリサイクル、
特定外来生物調査駆除事業など、多岐にわたる質疑とそれに対する答弁があり、討論では「職員数、とりわけ住民に
身近な支所職員を大幅に減らす予算には賛成できない。」との反対意見があり、採決の結果、賛成委員の多数により原
案のとおり可決すべきものと決しました。また、「2011年度年金引き下げの撤回と無年金・低年金者に緊急措置を求め
ることについて」の陳情は、妥当であり採択すべきであるとの意見と、年金は物価スライド制に基づいた適切なもの
であることなどから不採択にすべきであるとの意見があり、採決の結果、不採択と決しました。（委員長　武田　隆）

総務民生常任委員会

　当委員会に審査付託となった案件は、条例案９件、単行案３件、補正予算案２件、当初予算案１件で、いずれも原
案のとおり可決、同意すべきものと決しました。条例案「大仙市地域中核病院整備支援基金条例の制定について」は、
仙北組合総合病院の改築に活用して欲しいとのことで申し出のある寄附金の受け皿として基金を創設し、管理方法等
を定めるもの。単行案「大仙市協和モーターサイクル場の指定管理者の指定について」は、指定期間の満了に伴い、
新たに秋田県モータースポーツ振興会を３年間指定管理者として指定するもの。当初予算案「平成23年度大仙市一般
会計予算」には、集落等が自主的に展開する地域づくり活動を支援する「がんばる集落」活性化支援事業、重点野菜
３品目（枝豆、アスパラガス、そらまめ）の生産に取り組む経営体を奨励しそれぞれ出荷額１億円以上を目指す大仙
重点野菜生産拡大事業などの新規事業が含まれておりました。本会議第５日に上程された「平成22年度大仙市一般会
計補正予算（第13号）」は、豪雪により倒壊・破損した農業用パイプハウスの新設・補修に対して補助する雪害復旧支
援対策事業でありました。ほかに請願１件、陳情１件を採択、陳情１件を趣旨採択と決しました。（委員長　橋村　誠）

企画産業常任委員会

　当委員会に審査付託となった案件は、条例案11件、単行案４件、22年度補正予算４件、23年度当初予算７件で、いずれも原案の
とおり可決すべきものと決しました。条例案のうち、「大仙市立学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて」は、平成24年度に開校する神岡地域、西仙北地域及び南外地域の統合小・中学校の名称について、それぞれ正式名称を大
仙市立神岡小学校、大仙市立西仙北小学校、大仙市立南外小学校及び大仙市立西仙北中学校とするもの。一般会計補正予算の民生
費のうち、高齢者等除雪サービス事業費は、今冬の豪雪による利用者及び利用回数の増に伴う補正。23年度一般会計当初予算の衛
生費のうち、大腸がん検診研究事業費は、国立がん研究センターと昭和大学の研究事業に本市がモデル事業として参画するもので、
中仙地域と太田地域の40歳～74歳までの一般男女を対象に、10年間の研究期間で内視鏡検査と便潜血検査との比較による大腸がん
死亡率の減少効果を研究するもの。教育費のうち、音のまち大仙楽器サポート事業は、小・中学校の楽器購入や更新を行うことで
地域文化の土壌を支えていく小・中学生の音楽活動を充実させ、市民全体の文化活動の発展向上を図るものなどでありました。

（委員長　金谷道男）

教育福祉常任委員会

　当委員会に審査付託となった案件は、条例案６件、単行案10件、平成22年度一般会計・特別会計・上水道事業会計補正予算８件、
23年度一般会計・特別会計・上水道事業会計当初予算９件で、いずれも原案どおり可決または同意すべきものと決しました。条例
案の「大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について」は、道路施行令に準じて定められている道路占用料について、
固定資産の評価替えに伴い、同施行令が改正されたことから、これに準じて占用料を改定するもの。本会議４日目に追加提案され
た「市道中仙４号線館ノ内北川橋橋梁上部工事請負契約の締結について」は、指名競争入札をした結果、昭和コンクリート工業（株）
秋田営業所（所長　佐々木竜二）が落札し、１億5,130万5千円で仮契約を締結したもので、工事の内容は中仙地域鑓見内地区の館
ノ内北川橋の橋梁上部工事としてコンクリート製の橋桁を架けた後、路面舗装を行うもので、工期は平成23年11月30日まで。22
年度一般会計補正予算（第12号）は、除雪回数の増見込みによる経費の補正から除雪対策費に1億8,999万8千円の増額補正、北ノ
沢市営住宅建設事業費の実績見込み等から地域住宅交付金事業費は1,709万6千円の減額補正等でありました。（委員長　佐藤芳雄）

建設水道常任委員会



昨
年
11
月
に
議
会
運
営
委
員
会
が
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
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。
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。
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１
月
31
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
人
事
案
件
14
件
、
単
行
案

４
件
、
補
正
予
算
案
４
件
を
原
案
ど

お
り
可
決
及
び
同
意
と
決
し
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
の
14
件
は
内
小
友
財
産

区
と
大
川
西
根
財
産
区
管
理
会
財
産

区
管
理
委
員
の
任
期
が
２
月
７
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
任
に
つ
い
て
選
任
す
る
た
め
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　

単
行
案
の
中
通
線
新
設
工
事
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
に
施
工
予
定
で
あ
っ
た
歩
道
擁

壁
部
の
盛
土
工
を
前
倒
し
し
て
実
施

す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

施
工
方
法
や
数
量
な
ど
を
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
、
契
約

金
額
を
増
額
す
る
も
の
。
契
約
金
額

は
１
，
８
９
６
万
８
，
２
５
０
円
増

の
１
億
７
，
９
６
１
万
８
，
２
５
０

円
で
工
期
は
３
月
25
日
ま
で
１
週
間

延
長
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
「
平
成
22
年
度
大
仙
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）」
は
、
国
の

平
成
22
年
度
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ

た
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
交

付
金
」
及
び
「
住
民
生
活
に
光
を
そ

そ
ぐ
交
付
金
」
で
実
施
す
る
事
業
及

び
除
雪
経
費
等
に
つ
い
て
補
正
を
行

う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
16
億
９
，
５
０
１
万

５
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
11
月
25
日
か
ら
27
日

に
か
け
て
、
徳
島
県
鳴
門
市
と
兵
庫
県
加
古
川

市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

鳴
門
市
で
は
倫
理
条
例
等
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
及
び
政
務
調
査
費
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
同
市
で
は
５
年
前

の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
現
職
議
員
７
人

が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
、
辞
職

勧
告
や
自
主
解
散
の
声
が
上
が
り
、
そ
の
後
の

臨
時
議
会
で
議
員
定
数
４
名
削
減
を
原
案
可
決

し
た
後
に
賛
成
多
数
で
自
主
解
散
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
議
会
改
革
が
進
め
ら
れ
、
議
員

と
し
て
の
倫
理
面
で
の
決
議
や
情
報
公
開
等
、

議
会
の
活
性
化
に
よ
っ
て
信
頼
を
回
復
す
る
た

め
に
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
同
条

例
で
請
負
等
に
関
す
る
議
員
の
義
務
が
適
用
さ

れ
る
親
族
は
①
３
親
等
以
内
の
血
族　

②
配
偶

者　

③
２
親
等
以
内
の
姻
族
は
、
鳴
門
市
及
び

同
市
特
定
法
人
等
と
請
負
を
す
る
こ
と
に
対
し

て
辞
退
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
、
３
親
等
以
内
の
血
族
の
範
囲
は
全
国
的
に

も
例
が
無
く
、
非
常
に
厳
し
い
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
議
員
倫
理
調
査
特
別
委
員
会

を
開
催
し
た
回
数
も
１
回
で
、
処
分
も
無
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
政
務
調
査
費
は
議
員

個
人
に
対
し
て
月
額
２
万
５
千
円
を
支
給
し
て

お
り
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
が

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
と
も
に
、「
市
政

報
告
」
と
い
う
議
会
報
と
は
別
の
印
刷
物
を
会

派
に
と
ら
わ
れ
な
い
議
員
の
集
団
で
作
成
し
、

全
戸
に
配
布
も
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

加
古
川
市
で
は
、
年
４
回
の
議
会

報
の
ほ
か
に
、「
ぎ
か
い
月
報
」
を

毎
月
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
経
緯
や

発
行
体
制
に
つ
い
て
研
修
い
た
し
ま

し
た
。「
ぎ
か
い
月
報
」
は
昭
和
46

年
11
月
に
議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
議
会
の
活

動
内
容
な
ど
を
報
告
す
る
印
刷
物
で
、Ａ
４
サ

イ
ズ
で
２
〜
６
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
、
編
集
に

つ
い
て
は
事
務
局
職
員
が
担
当
し
ま
す
。
印
刷

は
庁
内
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
で
各
町
内
会
長
３

２
０
人
、
旧
市
議
会
議
員
、
公
共
施
設
へ
配
布

さ
れ
、そ
の
内
容
に
は
委
員
会
報
告
、視
察
報
告
、

視
察
受
入
状
況
、
議
会
行
事
を
掲
載
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
加
古
川
市
内
で
は

ケ
ー
ブ
ル
放
送
も
行
っ
て
お
り
、
本
会
議
の
中

継
も
各
家
庭
の
テ
レ
ビ
で
見
ら
れ
る
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。

　

両
市
と
も
に
委
員
各
位
か
ら
活
発
な
質
問
や

意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
当
市
の
今
後
の
事
業
の

参
考
と
な
る
貴
重
な
事
例
を
研
修
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　
　
　
（
委
員
長　

佐
藤
隆
盛
）

総
額
を
４
８
０
億
３
，
２
１
１
万
円

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
訳
で
は
強

首
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用

組
合
が
事
業
主
体
と
し
て
実
施
す
る

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
事

業
に
係
る
補
助
金
が
４
億
８
，
２
９

８
万
５
千
円
、
除
雪
対
策
費
に
２
億

４
，
０
５
３
万
８
千
円
、
中
仙
４
号

線
橋
梁
工
事
費
に
１
億
５
千
万
円
、

ほ
場
整
備
事
業
９
地
区
に
係
る
負
担

金
１
億
４
，
２
９
５
万
円
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
費
９
千
万
円
な

ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
は
人
事
案
件
を
除
き
、
各
常

任
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ
、
慎
重

審
査
さ
れ
た
あ
と
、
本
会
議
で
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
財
産
区
管
理
委
員
に

選
任
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

【
内
小
友
財
産
区
】

大
槻
四
郎
（
内
小
友
・
再
任
）、
打

川
忠
一
（
同
・
再
任
）、小
松
鈞
（
同
・

再
任
）、
古
屋
昇
（
同
・
再
任
）、
東

海
林
繁（
同
・
再
任
）、加
藤
一
夫（
同
・

再
任
）、
中
邑
喜
勢
治
（
同
・
再
任
）

【
大
川
西
根
財
産
区
】

深
谷
和
義
（
大
曲
西
根
・
再
任
）、

武
田
金
雄
（
同
・
再
任
）、
佐
藤　

準
（
同
・
再
任
）、今
野
克
朗
（
蛭
川
・

再
任
）、山
口
猛
（
大
曲
西
根
・
再
任
）、

加
賀
公
（
同
・
新
任
）、三
浦
孝
雄
（
蛭

川
・
新
任
）

財産区管理委員14件を同意
中通線新設工事請負契約は1,896万8,250円を増額

議長交際費 （1月1日～3月31日）

摘　要 件　数 金　　額

弔　慰

慶　祝

協　賛

計

22年度合計

０件

１７件

４件

２１件

１２１件

０円

１１３，０００円

１１,０４８円

１２４,０４８円

７７０,９００円
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◇循環型堆肥工場の建設に関することについて
　　提出者＝大仙広域EM活用研究会長　伊藤和廣
　　紹介議員＝金谷道男・武田隆　　　　　　　　　【採　択】

■内小友財産区管理会財産区管理委員の選任について（７件）
■大川西根財産区管理会財産区管理委員の選任について（７件）
■大仙市地域情報通信基盤光ファイバ網敷設工事請負契約の変更
　について
■中通線新設工事請負契約の変更について
■平成22年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入額の変更に
　ついて
■平成22年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会
　計への繰入額の変更について
■平成22年度大仙市一般会計補正予算（第11号）
■平成22年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
■平成22年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会
　計補正予算（第２号）
■平成22年度大仙市上水道事業会計補正予算（第３号）

６月６日（月）本会議第１日（市政報告・議案上程等）
　　14日（火）本会議第２日（一般質問）
　　16日（木）本会議第３日（一般質問・議案質疑・委員会付託）
　　17日（金）・20日（月）常任委員会審査
　　23日（木）本会議第４日（委員長報告・質疑・討論・表決）
　※現時点での予定であり、変更される場合があります。
　　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

議会基本条例（素案）に対するご意見をお寄せください。
　市議会では、議会の情報公開と市民参加を基本とし、市民に身近な活力ある議会を目指した議会改革を図るため、議会基本条
例の制定に向けて特別委員会を設置して調査を進めてまいりました。このほど、委員会としての条例素案がまとまり、広くこの
素案を公表し、市民の皆様からのご意見を考慮した条例の制定を図るため、次のとおりパブリックコメント（市民意見提出制度）
を実施いたします。市民の皆様のご意見をお寄せください。

○公 表 の 方 法　　大仙市議会基本条例（素案）を資料として、議会事務局・各支所市民サービス課及び公民館等・大仙市公
　　　　　　　　　　　　式ホームページで公表
○公表・募集期間　　平成２３年５月１０日（火）から平成２３年６月３日（金）まで
○提　出　方　法　　「パブリックコメント意見提出用紙」に記入して提出。（公表場所またはホームページに用紙を準備）
○提　　出　　先　　・持参（代理人によるものを含みます）：大仙市議会事務局（大曲庁舎３階）
　　　　　　　　　   ・郵送：〒014－8601　大仙市大曲花園町１番１号　大仙市議会事務局
　　　　　　　　　   ・ＦＡＸ：０１８７－６２－８８２２　　　
　　　　　　　　　   ・メールアドレス：gikai@city.daisen.akita.jp
　　　　　　　　　   ・公式ホームページ（大仙市議会）内に意見募集期間中設置する応募用専用フォーム
○そ　　の　　他　　・パブリックコメントに寄せられた意見をふまえて、議会基本条例制定の参考とさせていただきます。
　　　　　　　　　   ・いただいたご意見は、公平性を確保するため、個別対応はせず、パブリックコメント期間終了後、すべ
　　　　　　　　　　　ての意見について整理をした上で原案作成の資料として活用するとともに、ご意見に対する概要及び原
　　　　　　　　　　　案への反映の可否等について、大仙市議会ホームページ等で公表します。
　　　　　　　　　   ・パブリックコメントに対して寄せられたご意見は、住所、氏名を除き、そのままの形で公表することが
　　　　　　　　　　　あります。個人が特定される内容は、意見本文にはできるだけ記入しないでください。
　　　　　　　　　   ・意見を受領したことについての、確認の連絡は省略させていただきます。
　　　　　　　　　   ・電話や口頭での意見の提出は、パブリックコメントとして取り扱えませんのでご注意ください。
【問い合わせ先】　　 大仙市議会事務局　電話０１８７－６３－１１１１（内線３０３）

※各地域ごとの住民説明会も実施いたします。日時・場所などは後日、広報と議会ホームページでお知らせいたします。

請願・陳情・意見書

６月定例会会期のご案内

大 仙 市 議 会 基 本 条 例 制 定 に む け て

提出された議案と審議結果

（このページのみに適用　■原案可決　■同意）

【第１回　臨時会】　１月３１日（１日間） 請　　願

●最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援の拡充を求める意見
　書
※上記の意見書は、大仙市議会企画産業常任委員会の提案によ
　り議決し、内閣総理大臣と厚生労働大臣に提出いたしました。

意 見 書

◆最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援の拡充を求めること
　について
　　提出者＝秋田県春闘共闘懇談会代表委員　中村秀也他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【採　択】
◆労働者派遣法の早期抜本改正と雇用の安定を求めることにつ
　いて
　　提出者＝秋田県春闘共闘懇談会代表委員　中村秀也他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【趣旨採択】
◆２０１１年度年金引き下げの撤回と無年金・低年金者に緊急
　措置を求めることについて
　　提出者＝全日本年金者組合秋田県本部執行委員長渡部雅子他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【不採択】

陳　　情
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■平成23年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入れについて
■平成23年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れについて
■平成23年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への繰入れに
　ついて
■平成23年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰入れにつ
　いて
■平成23年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れについて
■平成23年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計への繰
　入れについて
■平成23年度大仙市老人デイサービス事業特別会計への繰入れについて
■平成23年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについて
■平成22年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）
■平成22年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号）
■平成22年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第２号）
■平成22年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
■平成22年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第４号）
■平成22年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）
■平成22年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）
■平成22年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）
■平成22年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
■平成22年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第３
　号）
■平成22年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
■平成22年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計補正予算
（第３号）
■平成22年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第３号）
■平成22年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算（第１号）
■平成22年度大仙市上水道事業会計補正予算（第４号）
■平成23年度大仙市一般会計予算
■平成23年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算
■平成23年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算
■平成23年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算
■平成23年度大仙市学校給食事業特別会計予算
■平成23年度大仙市奨学資金特別会計予算
■平成23年度大仙市宅地造成事業特別会計予算
■平成23年度大仙市簡易水道事業特別会計予算
■平成23年度大仙市公共下水道事業特別会計予算
■平成23年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算
■平成23年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
■平成23年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算
■平成23年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計予算
■平成23年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算
■平成23年度大仙市スキー場事業特別会計予算
■平成23年度大仙市内小友財産区特別会計予算
■平成23年度大仙市大川西根財産区特別会計予算
■平成23年度大仙市荒川財産区特別会計予算
■平成23年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算
■平成23年度大仙市船岡財産区特別会計予算
■平成23年度大仙市淀川財産区特別会計予算
■平成23年度市立大曲病院事業会計予算
■平成23年度大仙市上水道事業会計予算
■市道中仙４号線館ノ内北川橋橋梁上部工事請負契約の締結について
■平成22年度大仙市一般会計補正予算（第13号）

■大仙市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する
　条例の制定について
■大仙市地域情報通信基盤光ファイバ網敷設工事請負契約の変更について
■大仙市移動通信用鉄塔設置条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
　いて
■大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
　部を改正する条例の制定について
■大仙市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市水洗便所等改造資金貸付基金条例の一部を改正する条例の制定につ
　いて
■大仙市立太田緑地広場条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市牧野条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市高速自動車国道活用施設ぬく森プラザ条例の一部を改正する条例の
　制定について
■大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正する条例の制定に
　ついて
■大仙市保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市下水道条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市農業集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
　例の制定について
■大仙市戸別浄化槽の整備に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
　て
■大仙市立学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定
　について
■大仙市立教育研究所設置条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市公民館条例の一部を改正する条例の制定について
■大曲市へき地保育所条例の一部を改正する条例の制定について
■大仙市清水診療所設置条例を廃止する条例の制定について
■大仙市北楢岡多目的研修集会施設の設置及び管理に関する条例を廃止する
　条例の制定について
■大仙市営神岡スキー場条例を廃止する条例の制定について
■大仙市営西仙北スキー場設置条例を廃止する条例の制定について
■大仙市営仙北スキー場設置条例を廃止する等の条例の制定について
■大仙市地上デジタル放送再送信施設設置条例の制定について
■大仙市地上デジタル放送再送信施設管理運営基金条例の制定について
■大仙市地域中核病院整備支援基金条例の制定について
■大仙市大曲地域職業訓練センター条例の制定について
■大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について
■大仙市協和モーターサイクル場の指定管理者の指定について
■市道の路線の認定及び廃止について
■平成22年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入額の変更について
■平成22年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入額の変更について
■平成22年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計への繰入
　額の変更について
■平成23年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入れについて

提出された議案と審議結果

（このページのみに適用　■原案可決　■同意　■認定　■承認　□継続審査）

【第１回　定例会】　２月２８日～３月１７日（１８日間）
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そ
の
時
、
議
会
で
は
新
年
度

当
初
予
算
の
委
員
会
審
査
、又
、

今
冬
の
豪
雪
被
害
に
関
わ
る
対

策
等
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ

て
い
た
。

　

過
去
最
大
級
と
い
わ
れ
る
一

回
の
地
震
は
東
日
本
大
震
災
と

命
名
さ
れ
、
通
電
後
の
テ
レ
ビ

の
映
像
に
そ
の
被
害
の
甚
大
さ

に
目
を
疑
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
来
一
ヶ
月
を
経
過
し
た
の
だ

が
、
被
災
の
皆
様
の
状
況
を
見

る
に
つ
け
一
日
も
早
く
安
心
の

生
活
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
た

い
し
、
間
違
い
な
い
復
興
を
願

い
た
い
。
隣
県
の
私
共
は
、
う

ま
い
魚
が
食
べ
た
い
と
言
っ
て

は
三
陸
方
面
に
頻
繁
に
出
掛
け

て
い
た
、
そ
ん
な
元
の
姿
に
な

っ
て
頂
け
る
よ
う
に
我
々
に
何

が
出
来
る
の
か
、
又
、
我
々
だ

か
ら
こ
そ
出
来
る
の
は
何
な
の

か
を
見
極
め
、
そ
の
支
援
を
息

長
く
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
な

の
だ
と
思
う
。「
農
業
県
秋
田

が
食
糧
の
生
産
に
更
に
精
進
す

る
こ
と
」。
我
々
だ
か
ら
こ
そ

出
来
る
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

　

編
集
委
員　

佐
藤
孝
次　

記




